
生物　A2(文系)
【Ⅰ】

問1

問2
問3
問4

問5 1)　D

１） B

【Ⅱ】
問1 ① ②

感覚神経 交感神経
問2 (イ) (ウ)

副腎髄質 肝臓
問3

問4 ｂ
問5

問6

① ② ③
食作用(貧食) 獲得免疫(適応免疫) 体液性免疫(液性免疫)

マクロファージ/好中球
ヘルパーT細胞

認識する相手の異なる多様なリンパ球が全身のリンパ節に用意されており、さまざまな
異物に対して対応できるようになっている。

２）　同じ抗原が再度侵入した場合、免疫二次応答がおき前回よりもすばや
く大量の抗体がつくられるため

④
樹状細胞

⑤
形質細胞(抗体産生細胞)

(i)

(ア)
脳下垂体前葉

A
甲状腺刺激ホルモン

(ⅱ) ２）　はじめて体内に侵入する抗原に対しては免疫二次応答は起きず、抗原
Xと同様の反応をすると考えられるため

C
アドレナリン

拍動が促進されることで発熱量が増加する
心拍数が増加し、循環血液量が増える
血液を通して体温が上がったことが体温調節中枢へフィードバックされ、中
枢は体温を下げるための反応を指示する

B
チロキシン(甲状腺ホルモン)



【Ⅲ】
問1

エ オ カ ク ケ
ペプシン リパーゼ 代謝 呼吸 核

問2
問3
問4

【Ⅳ】
問1 1 3 4 5 6

リン酸 チミン 3 RNA(伝令RNA) 翻訳
7 8 9 10

二重らせん 反保存的 S 間
問2
問3

アミラーゼ
イ

グルコース(ブドウ糖)
ウ

基質特異性
ア

デオキシリボース

細胞分裂の準備が行われている
器官や組織ごとに細胞内ではたらく(発現する)遺伝子のレパートリーが分かれているため

キ
グリコーゲン

グルカゴン/アドレナリン
化学反応を促進するが、それ自体は化学反応の前後で変化しない

酵素は特定の物質に作用し、生じた生成物はそれを基質とする別の酵素が作
用する。このような一連の酵素反応によって、複数の化学反応からなる過程
であっても順をおって円滑に進行する。
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